
広報　常陸大宮　　　　平成１７年６月号１４

　

広
報
紙
は
、
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ん
を

結
ぶ
パ
イ
プ
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で

す
。
市
で
は
、「
広
報
常
陸
大
宮
」
を
月
１

回
、「
旬
報
ひ
た
ち
お
お
み
や
」
を
月
３
回

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
れ
ら
の
広
報
紙
を
充
実

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
や
す
い
も

の
と
す
る
た
め
、
次
の　

人
の
皆
さ
ん
に

１０

広
報
協
力
員
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

○
中
山
さ
ち
こ
さ
ん
（
三　

美
）

○
鈴
木
満
里
子
さ
ん
（
下　

町
）

○
鳥�
　
　

昌
さ
ん
（
野　

上
）

○
相
沢　

洋
子
さ
ん
（
諸　

沢
）

○
初�
　

智
明
さ
ん
（
鷲　

子
）

○
岡
崎　

正
男
さ
ん
（
下
檜
沢
）

○
矢
野　

正
紀
さ
ん
（
上
小
瀬
）

○
本
橋　

久
則
さ
ん
（
小　

舟
）

○
青�
　
�
子
さ
ん
（
長　

倉
）

○
石
川　
�
一
さ
ん
（
野　

口
）

　

今
後
は
、「
広
報
常
陸
大
宮
」
等
で
、
協

力
員
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
各

地
域
の
身
近
な
話
題
な
ど
を
ご
紹
介
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
協
力
員
の
皆
さ
ん
で
す
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たばこ
建物火災の出
火原因の約１
割がたばこです。「火源の転倒・
落下」「投げ捨て」により出火
するケースが目立ちます。①喫
煙場所を決めておく、②灰皿に
は水を入れておく、③必ず消火
を確認する、などたばこは慎重
に扱いましょう。

こんろ 電気器具
電気器具は使用説明
書などをよく読ん
で、正しい使い方を心がけましょ
う。コードに傷みはないかチェック
し、たこ足配線はしないこと。

たき火
たき火による火
災も少なくあり
ません。出火原因の約５割が火
の粉の飛び火によるもの。風の
強いときは行わないなど、十分
な注意が必要です。

放火
放火による火災も
あとを絶ちません。家のまわりに
燃えやすいものを置かない、ごみ
は収集日の当日に出すなど、放火
に狙われにくい環境づくりが大切
です。

平成１７年火災・救急件数
（４月３０日現在）

８件火災件数

５５７件救急件数
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建物火災の原因で一
番多いのが、こんろ
からの出火です。出火原因のほとん
どが消し忘れです。その場を離れる
ときは必ず火を止めましょう。
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火遊び
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子どもの手の届くとこ
ろにマッチやライター
を放置しないこと。花火の際には必
ず大人が付き添い、消火用水の用意
を忘れずに。また、子どもには火の怖
さを徹底して教えておきましょう。
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ストーブ
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ストーブを洗濯物の
乾燥機代わりに使用したために出火
するケースが目立ちます。ストーブ
を本来の目的以外に使用するのは厳
禁です。またストーブの周辺は常に
整理整頓し、燃えやすいものを近づ
けないようにしましょう。　


